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｢ユビキタス･パワーレーザーによる
安全･安心･長寿社会の実現｣

プログラム概要 ご説明

内閣府 革新的研究開発推進プログラム
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プログラム･マネージャー
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ユビキタス･パワーレーザーが目指す姿

X線自由電子レーザー（XFEL）と パワーレーザー を超小型化し
いつでも･どこでも･誰でも使えるようにしたい（ユビキタス化）

X線自由電子レーザー SACLA

数十kg,  1千～2千万円

XFEL
*フェムト秒の
時間分解能
たんぱく構造
解析・創薬
触媒や電池の
反応、など

パワーレーザー
インフラ保守
製造の革新
高感度分析
医療応用、など

国内に1台（利用機会が少ない）
XFELを超小型化して各機関に配備
研究開発のサイクルを短縮

高額で、海外勢がシェア独占
小型で使い易い国産のパルス
レーザーを開発し、産業を革新

ImPACT終了時: 

XFEL実現に必要な
基盤技術の確立

ImPACT終了時: 

レーザー製品化と
ユーザー試適用

XFEL: X-ray Free Electron Laser, Ｘ線自由電子レーザー

レーザー加速
XFEL基盤技術

Pj-1

超小型パワー
レーザー

Pj-2

目指す姿：10m以下

目指す姿：1kg以下

理研 播磨

SPring-8

*10-15秒
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ImPACT 開発目標（プログラム終了時）

レーザー加速XFEL基盤技術

超小型XFELの実現に必要な基盤技術の確立

・レーザーによる超小型電子加速器（1GeV, <10m）

・超小型アンジュレーター（<10m）によるＸ線ビーム

・プラットホーム整備とXFEL実現に必要な要素技術実証

超小型パワーレーザー

超小型パワーレーザーの開発･製品化

・手の平サイズのレーザー（1μm, <1ns, 20mJ, 100Hz）

・高機能なテーブルトップ型（1μm, 数十ns, 1J, 300Hz）

・国内企業による製品化

システム化･XFEL実証評価

技術･装置のシステム化およびユーザーによる評価
・レーザー加速電子およびＸ線ビームの実用性評価

・ユーザーによるレーザー応用システムの開発

・高出力パルスレーザーの試用･生産デモ、実用性評価

世界トップ

・ニーズ開発
・ユーザー開拓
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レーザーは産業･科学の基盤技術
KET（Key Enable Technology）

独･米･中がレーザーの市場を席巻
製造設備も海外製が主流

パルスレーザーとその応用は発展
途上。魅力あるレーザーを開発す
れば市場の創出は可能

レーザーは産業･科学の基盤技術
KET（Key Enable Technology）

独･米･中がレーザーの市場を席巻
製造設備も海外製が主流

パルスレーザーとその応用は発展
途上。魅力あるレーザーを開発す
れば市場の創出は可能

レーザーの市場動向とImPACTの取組み

*パワーレーザー
の市場シェア
（2014）

レーザーの市場は世界で約1.2兆円、5.5% の成長率を予測（2014~19）レーザーの市場は世界で約1.2兆円、5.5% の成長率を予測（2014~19）

マイクロチップレーザー技術､ セラミックレーザー媒質技術は日本が優位

小型高出力のパルスレーザーと応用を ユーザーと一体となり開発･実用化

マイクロチップレーザー技術､ セラミックレーザー媒質技術は日本が優位

小型高出力のパルスレーザーと応用を ユーザーと一体となり開発･実用化

複雑な伝送系 伝送の問題を解決大型で環境変化に弱い 簡便なレーザー
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高出力なパルスレーザーをいつでも･どこでも使えるように小型･簡便化
することで製造･インフラ保守･メディカル･セキュリティ等の様々な分野
へ展開し、産業の革新･創出と研究開発の競争力向上を図る

製品化･プラットフォーム化により応用展開を推進

超小型パワーレーザーの開発戦略

製品化

プラットフォーム化で
誰でも使える環境を提
供（ImPACT後含む）

試用プラットフォーム

構想
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試用･製品化

試作

分子研

浜ホト

ハンドヘルド
レーザー

テーブルトップ
レーザー 浜ホト

誰でも使える環境を整備
（ImPACT後も活用）

浜工技
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シャッター

出力
調整部 レーザー

ビームエキ
スパンダー

浜工技レーザー試用プラットホーム

3軸ステージ

横型

3軸ステージ 縦型

1064nm, < 1ns, 100mJ, 10Hz
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レーザーの小型化における課題と解決策

課 題： レーザー媒質の排熱（ビーム品質の低下や破壊を防ぐ）

解決策： 透明な冷却基板とレーザー媒質の常温接合技術を開発し､排熱
の効率化と大出力化を両立する新しい構造（DFC）を考案

課 題： レーザー媒質の排熱（ビーム品質の低下や破壊を防ぐ）

解決策： 透明な冷却基板とレーザー媒質の常温接合技術を開発し､排熱
の効率化と大出力化を両立する新しい構造（DFC）を考案

励起光源

レーザー媒質
鏡 鏡

励
起

ImPACTレーザーの構想 ハンドヘルドレーザー（分子研）

冷却基板

･･････形状最適化

レーザー
出力

(1.06 m)

冷却基板
（サファイア）

レーザー媒質
（Nd:YAG）

Qスイッチ
（Cr:YAG）

LD励起
(808nm)

DFC: Distributed Face Cooling
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レーザーの用途開発も並行して推進
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年度 2017 2018 2019 2020～

レーザー開発
・分子研

レーザー試用
プラットホーム
・浜工技

レーザー製品化
・パナソニックPE
・ニデック
・オプトクエスト

応用システム化
・ユーザー

ハンドヘルドレーザー製品化の工程

▼ ImPACT終了

プラットホーム準備

試作機導入

参画機関への開放

基礎評価・仕様検討

技術移管

試作

応用システム化開発

開発終了▼

高出力化（ ˃ 20mJ）

試作

試作機
導入

試作機貸出

シンポジウム▼

プラットホームの一般開放

レーザー販売／量産化検討

実用化開発

高機能化

▼利用説明会
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www.jst.go.jp/impact/sano


